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・
:滝 救 《神の議:ζ 入る者 》

「 哺》持 ちが小中の議 |(♪ るゝより{1、 経島なうヾ警)の ずヽ浄甦るほう嗜ヾ島しヽ`」、

とのィェスの管響口t警 、ずξ集争 ftち 1壼 、精の醸の救、ヽとヽ`うものが壇鮮

季籠 |(下進り崚す。

この議欝 |(イ エスの静争おむずれてヽ`た餐持 ちの人物デ、イエスI(対

して、「 永通の金を費け饉 く・ため|こ ぼ何争ヒノ〔ら麓 もヽのう` ?」 と、質問ヒ

ノ(り が、費も費ものはビまりで
｀
L′〔。モーセう賛費も`った紳う`らの載めぼ

春て鑢守 してきβ(と ヽ`うこの人勲澤て、「まだ欠けて｀`るもの」があること

争ィムス(武 ォ麟崎 こ政す。畿分の財着か売壌Fヒ て、貧 しヽ`人々|(分 け与え

ょど。するとその人物は顔、きくもらぐて、そのま載ムち去つて｀`たので
｀

しノ(。

ォゃの回の霧ぃ 賊ヽせて舞き、もしこ命人物嗜ヾイエスと弟十f(ち のため11

財着の一専1で
ヽ
も寄亀 ヒてくれたなら・・・。と、漫ヽヽ期待を寄ゼてヽ`た業争

ノξち11と って、ィェスと含詩ちの会構細ま期待はずれで
｀
こノ〔.

Fふ週との1卜 き費 lサ 輛崖く
｀
ためit、 どうしたらよヽ`のか ?」 とヽゝう間は

`ι

九

子燿摯亀頃 1(、 ユダヤ人の構恐き十了球に、数職若lt対 してよく、投げ掛けら

れた賞餞でした。受C)ノξめ|こ マタイイ轟な奮では、会緒が蛾者であったこ

とitな ってヽ`ます。これど1贅 別の磯t(、 ある確法の壽fl家が 「ヽ暮きサマ

)リ ァム通 の準ぇ赫審壌く驚に、イエスにヒf書 d)も 券く疑ビ賃間で
｀
した。

壌囃奪ちの人鰭毎む樺法のキl亀 禁、このどち与もイムスの機に従う違11進

び崚ャん。腹 らは、「永範の命Ч をぶめつつ、なおも亀分嗜ヾ自分なりit

自分のためit上 きて峰くi_簸 か模索してヽ`た作で
｀
す。イ中と人憲度 し、神ど

人のメξめ1電 嵐きるので械なく。私壌雷3極 も隣人度も、薇らのlSの 中で
｀
(1

治に濯れ、た餅のままで
ヽ
す。その構粋 |(會 典することすえありまでん。

ふ菫の令とォゃの国、このポ=っ |ま 警』キのュダャ人 |こ とって1壺 切っても切

れな、ヽ写沖の器ぃ のヽキーザードで
｀
あり、紋らの構りの十 1モ も常|(あ りまし

た。ただ、と
｀
ぅしたらそれを几ムだゼるのな、ど

'う しノ(ら 、そtt(逹 り着

けるのかぼ雛馘ζも分うヽらな、ヽことで
｀
した。けれど

｀
も、ナザレのイエス11

持き暴う人々|ま 瑳卜 威`した。機の願ヽ力`ら懸ね嵐ずる言鸞の十1(、 またそ

σレ行、ヽσ》嘉「うヽら多くのしント参4暑 て、そ響》イ摯卜¬とその理鶏θ9存基争争燿数|(垣

聞見ることがて
ヽ
きノξσ)で

｀
す。こ紅を宣べ伝えるべきもの、静・り継く

｀`べき

もの導して
`



鋭 象 《人の議の強麟奪 》

人の機械、衣現 |ナ ととも|(ム てヽ`って自分の機構抽のためにオ働者参

晨う、ある家の上人lt楓 てヽヽる、留礁担(ぼ 脅う曹ιfみ て 嗜ヽ す。「人の鑽」

がなぜサ「上ス司|(ほ てヽ`ると。こ輩l械 一体、どうヽ`うことで'ヒ Aう …?

働奪々 、イ真スの製舞1歌 ヒく風論する人がヽ`ます。夜ら1鷲 きまってこう會

、ヽまず、F」Lょ 、そんなこと力て、あり櫓載ヒょう寺` ?」 と。わノ(と も、脅う

言ヽ`たヽ`ところで
｀
す。アメ ;リ カ春牽爾うヾトランプ114ス て 場ヽるのう`、受仁

ともバ`イヂンlt拡 てヽ`るの力`と問わ繰ても、亀事の機標のなヽ`のと鶴ビ

です。

粋学漁争機転ききうヽヤると、嵐人lt械 てヽヽる爾とは、すなわち、その関の

借無みそのものケ≒上人のイ奪合、上人のi丸イ軌ltよ って咸ウ嵐ってヽ`る、と

ヽ`うこと|〔 なりそうです。すると、受こが人の圏で
｀
あるかぎり、脅の』:縣 人

11神 l人璃司t械 なゝ`ことit氣デ嗜きます。すると、おかしな問題 |(嵐会 ヒ

威ず。人の勲 |て も奥掌奪が、ヽものか?と 。載/1、 人の翻で
｀
も場幅(′千して

働くのもヽ蟷.轟宙tt逹 1せ くためには試行舞譲き會れること|(な り崚す。

そうで
｀
ず、人の圏と:壼 別名オやの国ともまわれ、そこが入上か鹿ようヽ|むか

つヽわらず神のテ }リ トリーて
｀
あること争鶯蛛 こてヽ`ます。イ轟ス11よ ると、

「 織の国械、(地上の)な なたうヾノξの十1(あ る (ルカ|:誉‡′ア:21化 )」 のも事貨

なので
｀
す。

fて 、十永の葡鶴油は、れ毬の書キ麹澤tな ると糠の子も借 りたくなるほ

と`のに属となりまず。広場て
｀
もする久驚者には、職lt何度も声がう`寺`り

鱗す。ここ浚て
｀
ほ聖書の̀漱景と穐どで

｀
す。ところが、♀朝う`らの常働ど自

,負欝からの燿懇奪間の労働、このど
｀
ちら11も ヂデナ )ナ オンとヽ`ぅF轟賞会」

が、受れぞ
｀
れ契約寿上時 1竜 織ふされてヽ`たので

｀
す。鐵会議員の範機賛が

その月C)瀧機の F自 分だけで
｀
も、′式分のアOθ T弯 が史オムわれるのと

よく似てヽ`ます。こちら(ま 春ての多避畿典嗜=、 拳鶴職t丸鏑けなな 1)麟 ず

が、感誉観て
｀
は人問題となる鸞棒です。一が、聖奮のお話械僑めから拳等

ではあり諸ゼん。簿働時間の義捜|(詢 わらず、償春械同ビなので
｀
す。

人の醸の上人と械、神ご禽身て
｀
す。暴鵜寺`ら日

'た

まで
｀
この上人|(機 え

ノ〔者と、轟践欝うヽら縄ご上人|(イ■えた者 ltそ み看
｀`
オヽ奏く穐ビ極醐辛鱒る

の械人でぼなく枠で
｀
す。蘇騨 義ヾサ|(も

'た

十ltも 会く弯ビ度`}春 を濃く
｀`
輸と

興ビて
｀`
す。その警員の変ど膚電盗上の変械よく拡てヽ`講す。ただ、無蛙ふの変



すな
｀
わち神の変は、被進物姿てlt議 う1れ る甕で

｀
す。これうヾもヒ入にも臨

lξ も濾うヾオtる のならば。・・e″ 、この憾駐lt風感 静オなくことの間1薔睡ヽ 辞ヽ、イエ

ス械イ讐えの十て
｀`
諸ってヽヽます。

|ナ れど
｀
も、蠣雄なユグヤ人はこう考えまtf(。 零物の造 り上で

｀
ある枠

it il亀 ばれた嘱一の亀壊こそ:た ダヤ興鉄で
｀
あ 1)、 そのコ誉力ヽも、神の慈み争

1量 ば権おヒ鑓けた量李ノ(tと 、春く周ビ枠の趣みが機から会人類に向等

11も メ(ら されること1斎 ありえな、ヽ。もと、その亀みが神の数 ウ争なる栽

争介 して報¬1与 えら象てヽ`るというのなら、これ械神の婆詩壇風となる

うヾ、オや嗜ヾil亀 風若で
｀
はな

｀ヽ
限`り、神の独り子とその意みなるものぼど

｀
こに

も燿》だ
=ヒ

なヽ1、 と。

その驚み《)存轟を常寃ず蓬者、番定する者、 この躊者のlik鷲 ぼ決定蘭与

なものとなり与戯|(量 ります。手幸なこととして。

ただ、ふとづ瞥と|(よ て新 ヒく上妻オヽ/1者 うヾ枠の圏lt λオヽられ、税楓り争

の名きイ奮ビる嗜■《永亀の金ゲ与えらねらとヽ`う約ふ争、蹴 り崎すことの

で
｀
きる人間 1薫 と

｀
こltも ヽヽな`ヽヽので

｀
す。


